


























フスキー 1977: 175-177、1997: 30-36）。ライフサイクルという点から見ると、生後間もない嬰
児は、その生がまだ安定せず、病気や種々の危険にさらされやすい存在で、そのため、様々な
禁忌や呪術的行為が付随する。台湾漢族においては、生後 3 日目、24 日目、一ヶ月、四ヶ月、
満一年におこなわれる儀礼が特に重要である（池田 1968）。本稿は、生後の間もない嬰児のた
めにおこなわれる現代台湾南部の儀礼を報告するが、特に、24日目におこなわれることの多い
「剃胎毛」（台湾語；thi3- the1-mng5、北京語；ti4 tai1 mao2）（または「剃頭」［台湾語；thi3-thau5、
北京語；ti4 tou2］と呼ばれる）儀礼および関連の禁忌や信仰を紹介する。 































2.2 誕生 24 日目の儀礼 
 















2.4 誕生一ヶ月（30 日）目の儀礼 
 
 嬰児の生後一ヶ月（30日目）に、親戚や友人を招いて祝宴をおこなうことを、「喝満月酒」（台
湾語；chiah8 moa2-geh3-chiu2、北京語；he1 man3 yue4 jiu3、「満月酒を飲む」）と称する。この
「満月」とは、「月が満ちた」という意味である。「満月」はまた、産婦が 30日間の産後の忌み



































































































koe1-mng7 bin7, ah1-nng7 sin1, ho2 chhin3-chia5 lai5 siong7 tin7 雞蛋面、鴨蛋身、好親成來相陣 


































































児が将来純孝になりように祈ってするものだとしている（片岡 1921: 7、鈴木 1995［1934］: 





るのは生後 24 日目だが、他の地方では満一ヶ月目に剃る例が多く、24 日目におこなうことは
少ないと報告している。また池田によれば、男女の別によって胎髪を剃る日が違うことはなか
った（池田 1968: 836）。 





cho3-moa2-goeh8」の祝いの日である（植野 2000: 249-251）。 
 19世紀の大陸中国の福州8についてドゥーリトゥル（Doolittle 1876: 122）は、「子供の頭を剃
ること」が嬰児の生後一ヵ月後の祝いの重要な行事だと記している。 




















胎毛剃りが屋外でおこなわれていたことが分かる（池田 1968: 837）。 





























の祖母］が胎髪を剃ることも」あった（池田 1968: 836、838）。 
 19世紀の大陸中国の福州についてドゥーリトゥル（Doolittle 1876: 122）は、理髪師か家族の
うちの誰かが、嬰児の髪を剃る者となると記している。 






























































































































という禁忌があった（池田 1968: 836-837）。 


































瓦のあいだに挿入しておく」という報告がある（池田 1968: 836）。 
 呉（1977: 114）は、「剃り終ると頭髪と石頭［小石のことであろう―本稿筆者］を紅い紙に包
み、屋根に置く」と報告している12。 
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Shaving Lanugo in Contemporary Taiwan 
Rites of Passage for a Newborn Baby 
 
Yoichi NISHIMOTO 




Magical thinking and practices tend to manifest themselves, when people are faced with risks and 
uncertainty. In human lifecycle, there are many rituals for newborn children who do not have a stable life 
yet and are vulnerable to illness and dangers. Based on fieldwork, this paper reports one of the 
Taiwanese rituals for infants, called “Ti Tai Mao” or “Ti Tau”, meaning “shaving lanugo”, which is to be 
done on the 24th day after the baby’s birth. Analysis of this ritual reveals several attributes of Taiwanese 
ritual symbolism and the fact that newborn children are not yet considered as fully human like adults, but 
that they are entering the human world through undergoing several rites of passage.  
 







図 1 さまざまな儀礼具が入った洗面器の水。 
 
 
図 3 家鴨の卵で嬰児の胸を軽く擦る。 
 
 
図 5 ｢石頭｣で嬰児の頭を撫ぜる。 
 
 
図 7 硬貨で嬰児の顎を軽く触る。 
 
図 2 鶏卵で嬰児の頬を軽く撫ぜる。 
 
 
図 4 ｢石頭｣と鉛玉を取りながら、詞を唱える。 
 
 
図 6 鉛玉で嬰児の顎を拭くような所作。 
 
 





図 9 ｢胎毛｣を集めて｢紅包袋｣に入れる。 
 
 
図 11 ｢剃頭｣後の嬰児。｢紅包｣が覗く。 
 
 









図 10 ｢紅包｣を渡す剃り手。卵を食べる従兄。 
 
 
図 12 ｢剃頭｣の日に訪問客に配られた卵。 
 
 
図 14 ｢胎毛｣の置かれた戸の上の｢開天｣。
